
事業名

政策 安心を感じる保健・医療・福祉の充実 施策 基本事業社会保障の充実 市営住宅の整備

部名

課名

事業開始年度

事業終了年度

区分１

区分２

実施計画事業認定建設部

建築住宅課

－年度

－年度

継続

単独

対象

事務事業の目的と成果

対象

意図

手段

事業量・コスト・指標の推移
区分 単位 目標

対象
指標1

対象
指標2

活動
指標1

活動
指標2

成果
指標1

成果
指標2

戸

戸

戸

%

1,215

35

35

59.9

1,198 1,193 1,191

44 40 16

44 40 16

64.4 68.1 75.6

事業単独評価、施策内での相対評価、財政状況に基づく改革案（２月時点）

維持 見直し 新規 休廃止 その他 向
上

維
持

放低
置下

増加維持減少

改革方向性（コスト）

改
革
方
向
性

（
成
果
）

○

市営住宅

住宅の長寿命化を図るため、適切な計画修繕等を行い、
住替え等の対応ができる住宅を確保する。

住宅の老朽化に伴い住環境が低下している住宅について、
中長期的な年次計画を立て、建物等の計画修繕等を行う。

年次計画を立てて事業を実施しており、平成25年度に工事する住棟が平屋建てで棟数が少ないことにより、コストが減少している。

市営住宅戸数（政策空家を除く）

屋根等改修戸数

外壁等改修戸数

全体改修率

市営住宅環境改善整備事業

単位コスト指標

事業費計（A） 82,708 46,731 26,429 20,408 0

 

正職員人件費（B) 8,060 8,026 8,093 8,056 0千円

 

千円

総事業費（A)＋（B) 千円 90,768 54,757 34,522 28,464 0

[0227]

維 持
見直し
休廃止
新 規

事務事業評価表　平成24年度

22年度実績 23年度実績 24年度予算 25年度予算

 ： 現状の目的や方法に変更がなく25年度実施する事業
 ： 現状の方法や事業量を見直し、成果指標の向上やコスト改善をおこなう事業
 ： 23年度もしくは24年度に「休止」、「廃止」、「終了」する事業
 ： 25年度より新たに新規事業として実施する事業

25年度への業務改善方向性


